
工　種 項　　目 種　別 単位 数 量
　

管径　　　φ 250mm

路線延長 ｍ 478.50

管体延長 ｍ 474.00

推進延長 ｍ 469.75

推進管 SJS　1種管　50N/mm2 半管 本 469

SJS　2種管　50N/mm2 半管 本 0

SJS　1種管　70N/mm2 半管 本 0

SJS　2種管　70N/mm2 半管 本 0

短管B 本 5

管接合工 箇所 469

推進用機器据付撤去工 箇所 4

先導体据付工 分割据付 台 5

先導体搬出工 分割回収 台 5

推進設備等据替 箇所 1

支圧壁 鋼製 箇所 5

先導体組立・整備 回 4

路上ポイント設置 ｍ 0

坑口工 発進 鋼製ケーシング 箇所 5

到達 鋼製ケーシング 箇所 5

鏡切り工 発進 鋼製ケーシング 箇所 5 2.4m/箇所

到達 鋼製ケーシング 箇所 5 2.4m/箇所

到達（開削） 鋼製ケーシング 箇所 1 1.6m/箇所

掘削土量 ｍ３ 59.18

添加材注入量 ｍ３ 76.92

発生土処分量 ｍ３ 122.49

掘削添加材量 ベントナイト t

粘土 t

滑材 ℓ

清水 ℓ

推進工　総括

備　考

「土量計算書（集計）」参照

「土量計算書（集計）」参照

「土量計算書（集計）」参照

「土量計算書（集計）」参照



区間延長 管体延長 推進延長 管接合ヶ所

路線名 ① ③=①-② ⑤=①-④ ⑩=⑨-1

1種 2種 1種 2種 B

下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 下流 上流 L=1.00m L=1.00m L=1.00m L=1.00m

単  位 ｍ       ｍ ｍ       ｍ ｍ       本 箇所

小数点      － 3位 3位 3位 単位限

＝「排土管・油圧ホース等撤去工」延長

＝「添加材注入工」延長

6a-2-2 ○ 250 12 13 1号 1号 138.90 0.45 0.45 138.00 1.00 0.75 137.15 0.55 0.30 137 1 137

6a-2-2 ○ 250 13 14 1号 1号 138.90 0.45 0.45 138.00 0.75 1.00 137.15 0.30 0.55 137 1 137

6a-2-2 ○ 250 14 15 1号 1号 136.90 0.45 0.45 136.00 1.00 0.75 135.15 0.55 0.30 135 1 135

6a-2-1 ○ 250 15 16 1号 1号 47.90 0.45 0.45 47.00 0.75 1.00 46.15 0.30 0.55 46 1 46

6a-3-1 ○ 250 15 a311 1号 1号 15.90 0.45 0.45 15.00 0.75 1.00 14.15 0.30 0.55 14 1 14

     

     

計 478.50 2.25 2.25 474.00 4.25 4.50 469.75 2.00 2.25 469 0 0 0 5 0 469

ｍ

3位3位

④

管 本 数　⑨

50N　 SJS 短管

－

 推 進 工 法 材 料 計 算 書 (1)

70N　 SJS

単 位 限

空伏(管布設工)推進減長

No. 3位

摘      要

管径

ｍｍ

管 減 長

②

ﾏﾝﾎ-ﾙ番号 ﾏﾝﾎ-ﾙ種別

⑥=④-②



圧送排土式推進工法　仮設備工（1）

No.12 No.13 No.14 No.15 No.16 a-3-1-1
立坑番号 発進 両到達 両発進 3方到達 発進 発進

鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ
立坑種別 径 φ2000 φ1500 φ2000 φ1500 φ2000 φ2000 　　合　計

人孔種別

側部 箇所
　

薬液注入 底部 箇所
　 地下水有 地下水有 地下水有 地下水有 地下水有 地下水有

坑口 1 2 2 3 1 1 10 箇所
 

立坑基礎工 箇所

推進用機器据付撤去工 1 1 1 1 4 箇所

先導体据付工 分割据付 1 2 1 1 5 台

先導体搬出工 分割回収 2 3 5 台

推進設備等据換 1 1 箇所

支圧壁 鋼製 1 2 1 1 5 箇所

先導体組立・整備 半管 2 2 4 回

路上ポイント設置  ｍ

小型立坑 エースモール工法協会　-積算　36-（2.4m/箇所）

発進 1 2 1 1 5 箇所
小型立坑 エースモール工法協会　-積算　36-（2.4m/箇所）

鏡切工 到達 2 3 5 箇所
小型立坑 開削部（1.6m/箇所）

到達 1 1 箇所
小型立坑

発進 1 2 1 1 5 個所

坑口工
小型立坑

到達 2 3 5 箇所



土量計算書（集計）
№

推進区間 掘削 添加材 発生土 ﾍﾞﾝﾄﾅｲﾄ 粘土 滑材 清水 適用

土量 注入量 処分量 t t ｌ ｌ

Ｎｏ．12発進～Ｎｏ.13到達 17.28 22.46 35.77 0.012 0.008 34.3 121.7

Ｎｏ.１3到達～Ｎｏ.14発進 17.28 22.46 35.77 0.012 0.008 34.3 121.7

Ｎｏ.14発進～Ｎｏ.15到達 17.03 22.14 35.25 0.012 0.008 34.3 121.7

Ｎｏ.15到達～Ｎｏ.16発進 5.81 7.55 12.02 0.012 0.008 34.3 121.7

Ｎｏ.15到達～a-3-1-1発進 1.78 2.31 3.68 0.012 0.008 34.3 121.7

計 59.18 76.92 122.49

土量(m3) 掘削添加材量（1m当り）



数　　量　　計　　算　　書
№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

１．掘削土量の計算 ＜No. 12 発進　～　MＮｏ. 13 到達＞

推進１ｍ当り掘削体積

ｖ＝ ｍ３/ｍ (スポーク型)
エースモール工法協会　-積算　26-

推進延長

L= ｍ

掘削土量

V＝ × ｍ３ 17.28

２．掘削添加材注入量

掘削添加材注入率

＝ ％ エースモール工法協会　-積算　27-

土質： 普通土（Ａ） 粘性土

水位： 高水位

掘削添加材注入量

＝ 17.28 × /100 ＝ ｍ３ 22.46

＝ 0.126 × /100 ＝ ｍ
３
/m 0.164

３．発生土処分量 エースモール工法協会　-積算　29-

＝（ 17.28 ＋ 22.46 )× 0.90 ｍ３ 35.77
排土率

掘削添加材量(1m当り） エースモール工法協会　-積算　27-

ベントナイト × 7.54 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.012

粘土 × 4.71 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.008

滑材 × 20.92 × 10 ℓ/m 34.3

清水 × 74.18 × 10 ℓ/m 121.7

（↑100ｌ当り数量）

0.164

0.164

0.164

137.15

0.126

130.00

137.15

0.164

0.164

130.00 22.46

130.00

0.126



数　　量　　計　　算　　書
№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

１．掘削土量の計算 ＜No. 13 到達　～　No. 14 発進＞

推進１ｍ当り掘削体積

ｖ＝ ｍ３/ｍ (スポーク型)
エースモール工法協会　-積算　26-

推進延長

L= ｍ

掘削土量

V＝ × ｍ３ 17.28

２．掘削添加材注入量

掘削添加材注入率

＝ ％ エースモール工法協会　-積算　27-

土質： 普通土（Ａ） 粘性土

水位： 高水位

掘削添加材注入量

＝ 17.28 × /100 ＝ ｍ３ 22.46

＝ 0.126 × /100 ＝ ｍ
３
/m 0.164

３．発生土処分量 エースモール工法協会　-積算　29-

＝（ 17.28 ＋ 22.46 )× 0.90 ｍ３ 35.77
排土率

掘削添加材量(1m当り） エースモール工法協会　-積算　27-

ベントナイト × 7.54 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.012

粘土 × 4.71 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.008

滑材 × 20.92 × 10 ℓ/m 34.3

清水 × 74.18 × 10 ℓ/m 121.7

（↑100ｌ当り数量）

0.126

137.15

0.126 137.15

130.00

130.00 22.46

0.164

130.00 0.164

0.164

0.164

0.164



数　　量　　計　　算　　書
№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

１．掘削土量の計算 ＜No. 14 発進　～　No. 15 到達＞

推進１ｍ当り掘削体積

ｖ＝ ｍ３/ｍ (スポーク型)
エースモール工法協会　-積算　26-

推進延長

L= ｍ

掘削土量

V＝ × ｍ３ 17.03

２．掘削添加材注入量

掘削添加材注入率

＝ ％ エースモール工法協会　-積算　27-

土質： 普通土（Ａ） 粘性土

水位： 高水位

掘削添加材注入量

＝ 17.03 × /100 ＝ ｍ３ 22.14

＝ 0.126 × /100 ＝ ｍ
３
/m 0.164

３．発生土処分量 エースモール工法協会　-積算　29-

＝（ 17.03 ＋ 22.14 )× 0.90 ｍ３ 35.25
排土率

掘削添加材量(1m当り） エースモール工法協会　-積算　27-

ベントナイト × 7.54 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.012

粘土 × 4.71 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.008

滑材 × 20.92 × 10 ℓ/m 34.3

清水 × 74.18 × 10 ℓ/m 121.7

（↑100ｌ当り数量）

0.126

135.15

0.126 135.15

130.00

130.00 22.14

0.164

130.00 0.164

0.164

0.164

0.164



数　　量　　計　　算　　書
№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

１．掘削土量の計算 ＜No. 15 到達　～　No. 16 発進＞

推進１ｍ当り掘削体積

ｖ＝ ｍ３/ｍ (スポーク型)
エースモール工法協会　-積算　26-

推進延長

L= ｍ

掘削土量

V＝ × ｍ３ 5.81

２．掘削添加材注入量

掘削添加材注入率

＝ ％ エースモール工法協会　-積算　27-

土質： 普通土（Ａ） 粘性土

水位： 高水位

掘削添加材注入量

＝ 5.81 × /100 ＝ ｍ３ 7.55

＝ 0.126 × /100 ＝ ｍ
３
/m 0.164

３．発生土処分量 エースモール工法協会　-積算　29-

＝（ 5.81 ＋ 7.55 )× 0.90 ｍ３ 12.02
排土率

掘削添加材量(1m当り） エースモール工法協会　-積算　27-

ベントナイト × 7.54 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.012

粘土 × 4.71 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.008

滑材 × 20.92 × 10 ℓ/m 34.3

清水 × 74.18 × 10 ℓ/m 121.7

（↑100ｌ当り数量）

0.126

46.15

0.126 46.15

130.00

130.00 7.55

0.164

130.00 0.164

0.164

0.164

0.164



数　　量　　計　　算　　書
№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

１．掘削土量の計算 ＜No. 15 到達　～　No. a-3-1-1 発進＞

推進１ｍ当り掘削体積

ｖ＝ ｍ３/ｍ (スポーク型)
エースモール工法協会　-積算　26-

推進延長

L= ｍ

掘削土量

V＝ × ｍ３ 1.78

２．掘削添加材注入量

掘削添加材注入率

＝ ％ エースモール工法協会　-積算　27-

土質： 普通土（Ａ） 粘性土

水位： 高水位

掘削添加材注入量

＝ 1.78 × /100 ＝ ｍ３ 2.31

＝ 0.126 × /100 ＝ ｍ
３
/m 0.164

３．発生土処分量 エースモール工法協会　-積算　29-

＝（ 1.78 ＋ 2.31 )× 0.90 ｍ３ 3.68
排土率

掘削添加材量(1m当り） エースモール工法協会　-積算　27-

ベントナイト × 7.54 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.012

粘土 × 4.71 × 10 ÷ 1,000 t/m 0.008

滑材 × 20.92 × 10 ℓ/m 34.3

清水 × 74.18 × 10 ℓ/m 121.7

（↑100ｌ当り数量）

0.126

14.15

0.126 14.15

130.00

130.00 2.31

0.164

130.00 0.164

0.164

0.164

0.164



薬液注入工　　二重管ストレーナ工法　（複相方式　２セット）集計表
削孔長　Ｌ0(m) 土被り引抜き長 注入面積 注入本数 注入高(m) 注入量 総注入量 １本当たり施工時間　(min) １日当たり施工本数

砂礫土 砂質土 粘性土 計 Ｌ2(m) (m2) ｎ(本) 砂礫土 砂質土 粘性土 計 一次(l/本) 二次(l/本) Ｑｓ(l/本) Ｖ(kl) Ｔ1 Ｔ2 Ｔ3 Ｔ4 Ｔｓ Ｎ　(本/日) 摘　要

No.12 発進 上流 0.490 1.100 4.270 5.860 2.960 10.800 11 0.000 0.000 2.900 2.900 398 398 796 8,756 14.00 26.50 49.38 5.92 95.80 7.89 懸濁型

No.13 到達 下流 0.780 0.550 4.110 5.440 2.540 4.800 5 0.000 0.390 2.510 2.900 388 438 826 4,130 14.00 25.43 51.25 5.08 95.76 7.89 懸濁型

No.13 到達 上流 0.780 0.550 4.010 5.340 2.440 4.800 5 0.000 0.490 2.410 2.900 387 450 837 4,185 14.00 25.03 51.88 4.88 95.79 7.89 懸濁型

No.14 発進 下流 1.200 0.000 3.820 5.020 2.120 10.800 11 0.000 0.000 2.900 2.900 398 398 796 8,756 14.00 24.88 49.38 4.24 92.50 8.17 懸濁型

No.14 発進 上流 1.200 0.000 3.800 5.000 2.100 10.800 11 0.000 0.000 2.900 2.900 398 398 796 8,756 14.00 24.80 49.38 4.20 92.38 8.18 懸濁型

No.15 到達 下流 1.040 0.000 3.870 4.910 2.010 4.800 5 0.000 0.000 2.900 2.900 389 389 778 3,890 14.00 23.80 48.13 4.02 89.95 8.40 懸濁型

No.15 到達 上流(北) 1.040 0.000 3.770 4.810 1.910 4.800 5 0.000 0.000 2.900 2.900 389 389 778 3,890 14.00 23.40 48.13 3.82 89.35 8.46 懸濁型

No.15 到達 上流(西) 1.040 0.000 3.670 4.710 1.810 4.800 5 0.000 0.000 2.900 2.900 389 389 778 3,890 14.00 23.00 48.13 3.62 88.75 8.52 懸濁型

No.16 発進 下流 1.050 0.000 3.640 4.690 1.790 10.800 11 0.000 0.000 2.900 2.900 397 397 794 8,734 14.00 22.96 49.38 3.58 89.92 8.41 懸濁型

a-3-1-1 発進 下流 0.980 0.000 3.520 4.500 1.600 10.800 11 0.000 0.000 2.900 2.900 398 398 796 8,756 14.00 21.92 49.38 3.20 88.50 8.54 懸濁型

80 63,743合  計

位　　　　　　　　置



工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 12 目的 発進 位置 上流

ボーリング番号 No.11

薬液 懸濁型

83.97

81.07
2.40

4.50

86.44 砂礫 10

85.54 粘性土 0

84.44 砂質土 2

78.79 粘性土 2

78.29 砂質土 3

77.74 粘性土 4

76.09 粘性土 4

75.49 砂礫 26

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

86.93

注入面積 A =

10.80

注入本数 Ｎ =
11

地盤高 86.99

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

83.97

81.07

 薬液注入量

2.404.50×

=

=

10.80÷ １

一本当たり注入面積

10.80 ÷ 11.00ａ =

= 0.98

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土 2.90 2 28.000 2.84 398

合計 2.90 2.84 398

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

4.27

1.10

0.49

5.86

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

4.27 × 4.00＋ 1.10 × 5.00 ＋ 0.49 × 8.00

790.00 ÷ 16.00

2.96 × 2.00

計

26.50

49.38

5.92

95.80

＝  60 × 2.00 ÷ 95.80 7.89

（本）

（m2）

（m2）

0.90

1.10

5.65

0.50

0.55

1.65

0.60

0.55

層　厚

2.90

工法 複相方式

790.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

398

398

795

795

セット数 2セットボーリング番号 No.11

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%

1/10 ページ



工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 13 目的 到達 位置 下流

ボーリング番号 No.12

薬液 懸濁型

84.33

81.43
2.40

2.00

86.09 砂礫 10

84.49 粘性土 0

83.94 砂質土 6

76.29 粘性土 3

76.19 砂質土 1

0

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

86.87

注入面積 A =

4.80

注入本数 Ｎ =
5

地盤高 86.69

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

84.33

81.43

 薬液注入量

2.402.00×

=

=

4.80÷ １

一本当たり注入面積

4.80 ÷ 5.00ａ =

= 0.96

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

砂質土

粘性土

0.39

2.51

6

3

40.500

28.000

0.37

2.41

50

338

合計 2.90 2.78 388

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

4.11

0.55

0.78

5.44

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

4.11 × 4.00＋ 0.55 × 5.00 ＋ 0.78 × 8.00

820.00 ÷ 16.00

2.54 × 2.00

計

25.43

51.25

5.08

95.76

＝  60 × 2.00 ÷ 95.76 7.89

（本）

（m2）

（m2）

1.60

0.55

7.65

0.10

0.60

層　厚

2.90

工法 複相方式

820.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

100

338

438

150

675

825

セット数 2セットボーリング番号 No.12

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 13 目的 到達 位置 上流

ボーリング番号 No.12

薬液 懸濁型

84.43

81.53
2.40

2.00

86.09 砂礫 10

84.49 粘性土 0

83.94 砂質土 6

76.29 粘性土 3

76.19 砂質土 1

0

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

86.87

注入面積 A =

4.80

注入本数 Ｎ =
5

地盤高 86.69

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

84.43

81.53

 薬液注入量

2.402.00×

=

=

4.80÷ １

一本当たり注入面積

4.80 ÷ 5.00ａ =

= 0.96

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

砂質土

粘性土

0.49

2.41

6

3

40.500

28.000

0.47

2.31

63

324

合計 2.90 2.78 387

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

4.01

0.55

0.78

5.34

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

4.01 × 4.00＋ 0.55 × 5.00 ＋ 0.78 × 8.00

830.00 ÷ 16.00

2.44 × 2.00

計

25.03

51.88

4.88

95.79

＝  60 × 2.00 ÷ 95.79 7.89

（本）

（m2）

（m2）

1.60

0.55

7.65

0.10

0.60

層　厚

2.90

工法 複相方式

830.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

127

324

450

190

647

837

セット数 2セットボーリング番号 No.12

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 14 目的 発進 位置 下流

ボーリング番号 No.13

薬液 懸濁型

84.79

81.89
2.40

4.50

86.01 砂礫 10

85.71 砂礫 10

84.91 粘性土 2

84.41 粘性土 1

80.61 粘性土 2

78.66 粘性土 3

77.21 砂礫 36

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

86.91

注入面積 A =

10.80

注入本数 Ｎ =
11

地盤高 86.71

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

84.79

81.89

 薬液注入量

2.404.50×

=

=

10.80÷ １

一本当たり注入面積

10.80 ÷ 11.00ａ =

= 0.98

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

0.38

2.52

1

2

28.000

28.000

0.37

2.47

52

346

合計 2.90 2.84 398

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.82

0.00

1.20

5.02

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.82 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 1.20 × 8.00

790.00 ÷ 16.00

2.12 × 2.00

計

24.88

49.38

4.24

92.50

＝  60 × 2.00 ÷ 92.50 8.17

（本）

（m2）

（m2）

0.30

0.80

0.50

3.80

1.95

1.45

0.70

層　厚

2.90

工法 複相方式

790.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

52

346

398

104

692

796

セット数 2セットボーリング番号 No.13

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 14 目的 発進 位置 上流

ボーリング番号 No.13

薬液 懸濁型

84.81

81.91
2.40

4.50

86.01 砂礫 10

85.71 砂礫 10

84.91 粘性土 2

84.41 粘性土 1

80.61 粘性土 2

78.66 粘性土 3

77.21 砂礫 36

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

86.91

注入面積 A =

10.80

注入本数 Ｎ =
11

地盤高 86.71

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

84.81

81.91

 薬液注入量

2.404.50×

=

=

10.80÷ １

一本当たり注入面積

10.80 ÷ 11.00ａ =

= 0.98

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

0.40

2.50

1

2

28.000

28.000

0.39

2.45

55

343

合計 2.90 2.84 398

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.80

0.00

1.20

5.00

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.80 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 1.20 × 8.00

790.00 ÷ 16.00

2.10 × 2.00

計

24.80

49.38

4.20

92.38

＝  60 × 2.00 ÷ 92.38 8.18

（本）

（m2）

（m2）

0.30

0.80

0.50

3.80

1.95

1.45

0.70

層　厚

2.90

工法 複相方式

790.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

55

343

398

109

686

795

セット数 2セットボーリング番号 No.13

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 15 目的 到達 位置 下流

ボーリング番号 No.14

薬液 懸濁型

85.17

82.27
2.40

2.00

86.14 砂礫 10

84.04 粘性土 3

83.14 粘性土 3

81.94 粘性土 2

78.34 粘性土 2

77.44 粘性土 3

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

87.18

注入面積 A =

4.80

注入本数 Ｎ =
5

地盤高 86.94

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

85.17

82.27

 薬液注入量

2.402.00×

=

=

4.80÷ １

一本当たり注入面積

4.80 ÷ 5.00ａ =

= 0.96

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

粘性土

1.13

0.90

0.87

3

3

2

28.000

28.000

28.000

1.08

0.86

0.84

151

121

118

合計 2.90 2.78 389

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.87

0.00

1.04

4.91

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.87 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 1.04 × 8.00

770.00 ÷ 16.00

2.01 × 2.00

計

23.80

48.13

4.02

89.95

＝  60 × 2.00 ÷ 89.95 8.41

（本）

（m2）

（m2）

2.10

0.90

1.20

3.60

0.90

0.80

層　厚

2.90

工法 複相方式

770.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

151

121

118

389

302

241

235

778

セット数 2セットボーリング番号 No.14

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 15 目的 到達 位置 上流(北)

ボーリング番号 No.14

薬液 懸濁型

85.27

82.37
2.40

2.00

86.14 砂礫 10

84.04 粘性土 3

83.14 粘性土 3

81.94 粘性土 2

78.34 粘性土 2

77.44 粘性土 3

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

87.18

注入面積 A =

4.80

注入本数 Ｎ =
5

地盤高 86.94

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

85.27

82.37

 薬液注入量

2.402.00×

=

=

4.80÷ １

一本当たり注入面積

4.80 ÷ 5.00ａ =

= 0.96

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

粘性土

1.23

0.90

0.77

3

3

2

28.000

28.000

28.000

1.18

0.86

0.74

165

121

104

合計 2.90 2.78 389

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.77

0.00

1.04

4.81

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.77 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 1.04 × 8.00

770.00 ÷ 16.00

1.91 × 2.00

計

23.40

48.13

3.82

89.35

＝  60 × 2.00 ÷ 89.35 8.46

（本）

（m2）

（m2）

2.10

0.90

1.20

3.60

0.90

0.80

層　厚

2.90

工法 複相方式

770.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

165

121

104

389

330

241

207

778

セット数 2セットボーリング番号 No.14

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 15 目的 到達 位置 上流(西)

ボーリング番号 No.14

薬液 懸濁型

85.37

82.47
2.40

2.00

86.14 砂礫 10

84.04 粘性土 3

83.14 粘性土 3

81.94 粘性土 2

78.34 粘性土 2

77.44 粘性土 3

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

87.18

注入面積 A =

4.80

注入本数 Ｎ =
5

地盤高 86.94

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

85.37

82.47

 薬液注入量

2.402.00×

=

=

4.80÷ １

一本当たり注入面積

4.80 ÷ 5.00ａ =

= 0.96

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

粘性土

1.33

0.90

0.67

3

3

2

28.000

28.000

28.000

1.28

0.86

0.64

179

121

90

合計 2.90 2.78 389

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.67

0.00

1.04

4.71

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.67 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 1.04 × 8.00

770.00 ÷ 16.00

1.81 × 2.00

計

23.00

48.13

3.62

88.75

＝  60 × 2.00 ÷ 88.75 8.52

（本）

（m2）

（m2）

2.10

0.90

1.20

3.60

0.90

0.80

層　厚

2.90

工法 複相方式

770.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

179

121

90

389

358

241

179

778

セット数 2セットボーリング番号 No.14

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%
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工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ 16 目的 発進 位置 下流

ボーリング番号 No.14

薬液 懸濁型

85.40

82.50
2.40

4.50

86.14 砂礫 10

84.04 粘性土 3

83.14 粘性土 3

81.94 粘性土 2

78.34 粘性土 2

77.44 粘性土 3

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

87.19

注入面積 A =

10.80

注入本数 Ｎ =
11

地盤高 86.94

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

85.40

82.50

 薬液注入量

2.404.50×

=

=

10.80÷ １

一本当たり注入面積

10.80 ÷ 11.00ａ =

= 0.98

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

粘性土

1.36

0.90

0.64

3

3

2

28.000

28.000

28.000

1.33

0.88

0.63

186

123

88

合計 2.90 2.84 397

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.64

0.00

1.05

4.69

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.64 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 1.05 × 8.00

790.00 ÷ 16.00

1.79 × 2.00

計

22.96

49.38

3.58

89.92

＝  60 × 2.00 ÷ 89.92 8.41

（本）

（m2）

（m2）

2.10

0.90

1.20

3.60

0.90

0.80

層　厚

2.90

工法 複相方式

790.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

186

123

88

397

372

246

176

794

セット数 2セットボーリング番号 No.14

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%

9/10 ページ



工事名: 木之本西幹線投入点（17）接続工事（難波第4工区）

薬液注入工数量計算書

立坑Ｎｏ a-3-1-1 目的 発進 位置 下流

ボーリング番号 No.14

薬液 懸濁型

85.52

82.62
2.40

4.50

86.14 砂礫 10

84.04 粘性土 3

83.14 粘性土 3

81.94 粘性土 2

78.34 粘性土 2

77.44 粘性土 3

0

0

0

標　高 土　質 N　値

第１層

第２層

第３層

第４層

第５層

第６層

第７層

第８層

第９層

改良断面

改良平面

2.40

87.12

注入面積 A =

10.80

注入本数 Ｎ =
11

地盤高 86.94

 計算条件

地　盤　高　　　 　ＧＬ－

注入上端標高　　ＥＬ－

注入下端標高　　ＥＬ－

85.52

82.62

 薬液注入量

2.404.50×

=

=

10.80÷ １

一本当たり注入面積

10.80 ÷ 11.00ａ =

= 0.98

土　質 注入高 Ｎ　 値 注入率 立　積 1次
注入量

（ｍ） （％） （ｍ3） （ l ）

粘性土

粘性土

粘性土

1.48

0.90

0.52

3

3

2

28.000

28.000

28.000

1.45

0.88

0.51

203

123

72

合計 2.90 2.84 398

改め

 ボーリング長

土質 削孔長

（ｍ）

粘性土

砂礫土

合計

砂質土

3.52

0.00

0.98

4.50

１本当り施工時間（Ts）

（１）機械準備時間（分/本） T1

（２）削孔時間　　　（分/本）

（３）注入時間　　　（分/本）

（４）土被引抜時間（分/本）

T２

T３

T４

一日当り注入本数（本/日）

＝

＝

＝

＝

＝

＝

14.00

3.52 × 4.00＋ 0.00 × 5.00 ＋ 0.98 × 8.00

790.00 ÷ 16.00

1.60 × 2.00

計

21.92

49.38

3.20

88.50

＝  60 × 2.00 ÷ 88.50 8.54

（本）

（m2）

（m2）

2.10

0.90

1.20

3.60

0.90

0.80

層　厚

2.90

工法 複相方式

790.00

○

2次
注入量

注入量
合計

（ l ） （ l ）

203

123

72

398

406

246

143

795

セット数 2セットボーリング番号 No.14

×6.30

＝

＝

＝

＝

重要度 100%

10/10 ページ



1号組立人孔数量表－１

工   種 種      別 細      別 規      格 単位 数  量 備  考

1号人孔設置工 ブロック据付工 3.0m<H≦4.0m 4

〃 4.0m<H≦5.0m 2

〃 5.0m<H≦6.0m

〃 6.0m<H≦7.0m

底版ブロック

材　料 Ⅰ種 H=130 5

〃

Ⅱ種 H=130 1

管取付壁ブロック φ900

Ⅰ種 H=600

φ900

H=900

φ900

H=1200 1

φ900

H=1500 4

φ900

H=1800

φ900

H=2400

管取付壁ブロック φ900

Ⅱ種 H=600

φ900

H=900 1

φ900

H=1200

φ900

H=1500

φ900

H=1800

φ900

H=2400

個

個

個

個

1号組立人孔 箇所

箇所

個

箇所

箇所

個

個

個

個

個

個

個

個

個



1号組立人孔数量表－２

工   種 種      別 細      別 規      格 単位 数  量 備  考

直壁ブロック φ900

材　料 Ⅰ種 H=600

φ900

H=900

φ900

H=1200 1

φ900

H=1500 4

φ900

H=1800 3

φ900

H=2100

直壁ブロック φ900

Ⅱ種 H=600

φ900

H=900

φ900

H=1200

φ900

H=1500

φ900

H=1800

φ900

H=2100

φ900-600

斜壁ブロック H=300

φ900-600

H=450 3

φ900-600

H=600 3

φ600

調整リング H=50 8

φ600

H100 1

調整モルタル 115

※調整金物の場合 H=25(～25mm） 4

H=45(～50mm） 2

蓋及び受枠 (T-14) 2

(T-25) 4

ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞﾏﾝﾎｰﾙ用

転落防止梯子 個 6

mm

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

個

1号組立人孔

個

個



1号組立人孔数量表－３

工   種 種      別 細      別 規      格 単位 数  量 備  考

Ⅰ種　4

流入管削孔 推進管 HPφ250 5 Ⅱ種　1

開削管 PRPφ200 1

開削管 VUφ150 1

可とう継手 推進管 HPφ250 11

開削管 PRPφ200 1

開削管 VUφ150 1

FRP製　２分割 切欠無

切欠有

1.765 全体

底部工 型　枠 0.353 箇所

0.860 全体

コンクリート 18-8-40 0.172 箇所

3.820 全体

モルタル t=2cm　1：2 0.764 箇所

コンクリート 18-8-40 3.900

0.922

0.106

0.922

0.106

0.922

0.922

0.275*2.066
2
*π/4=

No.15 0.055*1.566
2
*π/4=

No.16 0.275*2.066
2
*π/4=

箇所1号組立人孔

箇所

箇所

組

No.12

a-3-1-1

調整ｺﾝｸﾘｰﾄ

No.14

0.275*2.066
2
*π/4=

0.275*2.066
2
*π/4=

No.13 0.055*1.566
2
*π/4=

ｍ3

1号組立人孔 ｍ2

ｍ2

ｍ3

箇所

中間スラブ

組

箇所



T-14 T-25

60 90 120 150 180 240 60 90 120 150 180 30 45 60 5 10 15 11 11 HP PRP VU HP PRP VU

ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ ｃｍ 250 200 150 250 200 150

ｍ ｍ mm 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 組 組 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 組 組

Ⅰ種 1 1 インバート高
Ⅱ種 1 1 0.170m
Ⅲ種
Ⅰ種 1 1 1 1 インバート高
Ⅱ種 0.170m
Ⅲ種
Ⅰ種 1 1 1 インバート高
Ⅱ種 0.170m
Ⅲ種
Ⅰ種 1 1 1 インバート高
Ⅱ種 0.170m
Ⅲ種
Ⅰ種 1 1 1 インバート高
Ⅱ種 0.170m
Ⅲ種
Ⅰ種 1 1 1 インバート高
Ⅱ種 0.170m
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種
Ⅰ種
Ⅱ種
Ⅲ種

Ⅰ種 5 1 4 1 4 3

Ⅱ種 1 1

Ⅲ種

1

可とう
継手

1

1

418

１号組立人孔（内径90ｃｍ円形）

摘要

1号組立ブロック

直　　壁

φ900

管取付壁

φ900

流入管削孔
φ900
-φ600

底
　
　
版

管路番号
人孔
番号

人孔深 調整高割付高

21 126a-2-2 14 3.961 4.131 1

斜　壁
蓋（受枠共）

調整リング

1 2

規格

1

6a-2-2 12 4.825 4.995 35 2 11 111

43 16a-2-2 13 4.383 4.553 2 11 11

6a-2-2 15 3.855 4.025 15 1 1 1 1 2 1 3 1

6a-2-1 16 3.640 3.810 1 2 1 1 1 1

6a-3-1 a311 3.441 3.611 1 1 1 1 1

インバート工

1
方
向

2
方
向

3
方
向

合計 24.105 153 3 2 11115 4 11

中間
スラブﾞ

切
欠
無

切
欠
有

1



算 式 の 根 拠 と な る 構 造 図 ・ 他 名　　称 単位 数　量

流入管径： d1 = 0.250 m 人孔落差： 　h= 0.020 m
流出管径： d2 = 0.250 m ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚：　t1= 0.170 m
平均管径：　d = 0.250 m 平均ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚：　t2= 0.305 m 　型　枠 1/2*π*d*D=1/2*π*0.250*0.900 m2 0.353
人孔内径：　D = 0.900 m ：　t3= m
基礎外径：  D1= 1.100 m
底版開口：  D2= m ※平均ｲﾝﾊﾞｰﾄ厚=t1+（管径+落差）/2

　コンクリート π/4*D^2*t3-π/4*d^2*1/2*D+π/4*D2^2*ｔ3

=π/4*0.900^2*0.305-π/4*0.250^2*1/2*0.900

　+π/4*0.000^2*0.000 m3 0.172

　モルタル上塗 π/4*D^2-d*D+(型枠)

=π/4*0.900^2-0.250*0.900+0.353 m2 0.764

算　　　　式

1号組立人孔底部工計算書（１ヶ所当たり）



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ2000 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（1） 4 箇所
1 1 1 1

種目 単位 No.12 No.14 No.16 a-3-1-1 合計

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ - 5.486 5.185 4.966 15.637

圧入深 〃 - 5.686 5.385 5.166 16.237

立坑深 〃 5.400 4.536 4.215 4.016 18.167

引抜長 〃 - 0.900 0.900 0.900 2.700

粘性土 Ｎ≦5 ｍ - 4.336 4.165 4.036 12.537

5＜Ｎ≦30 〃 - - - -

砂質土 Ｎ≦30 〃 - - - -

30＜Ｎ≦50 〃 - - - -

礫質土 Ｎ≦30 〃 - 1.150 1.020 0.930 3.100

30＜Ｎ≦50 〃 - - - -

合計 ｍ - 5.486 5.185 4.966 15.637

舗装取壊し

舗装切断工 As　t=15cm以下 ｍ - 7.29 7.29 7.29 21.87

舗装取壊工 As　t=10cm以下 ｍ2 - 4.01 4.01 4.01 12.03

残塊処分 As ｍ3 - 0.20 0.12 0.20 0.52

発生土処分 ｍ3 - 11.51 13.75 13.42 38.68

種  別

土質層厚



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ2000 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（2）

種目 単位 No.12 No.14 No.16 a-3-1-1 合計

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ ｍ
3

- 3.1 3.1 3.1 9.3

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 〃 - 1.2 1.2 1.2 3.6

埋戻工 グラウトコンクリート ｍ
3

8.82 6.76 6.00 5.51 27.09

流用土 〃 3.29 3.30 3.64 3.26 13.49

(ｹｰｼﾝｸﾞ長:計)

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.4 m 本 - 1 1 1 7.2 3

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.2 m 〃 - - - -

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.3 m 〃 - 1 - - 2.3 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 2.0 m 〃 - - 1 - 2.0 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm  t=12 l = 1.8 m 〃 - - - 1 1.8 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ2000mm l = 2.0 m 〃 - 1 1 1 3

合計 本 - 3 3 3 13.3

種  別



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ2000 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（3）

種目 単位 No.12 No.14 No.16 a-3-1-1 合計

ボルト接合 箇所 - 1 1 1 3

溶接接合 〃 - 1 1 1 3

1箇所当り溶接長 ｍ - 6.3 6.3 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.400 1.364 1.385 1.384 5.533

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 〃 11.90 11.70 11.80 11.80 47.20

ｽｸﾗｯﾌﾟ重量 ｔ 0.877 0.870 0.873 0.872 3.492

路面覆工 円形覆工板 φ2000ｍｍ用 個 1 1 1 1 4

舗装復旧工 仮復旧

【歩道】

表層工 ｍ2 - - 3.48 - 3.48

下層路盤工 〃 - - 3.48 - 3.48

【市道】

表層工 ｍ2 3.48 3.48 - 3.48 10.44

上層路盤工 〃 3.48 3.48 - 3.48 10.44

下層路盤工 〃 3.48 3.48 - 3.48 10.44

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=3cm

粒度調整砕石(M-30)　t=12cm

再生砕石(RC-30)　t=10cm

種  別

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=3cm

再生砕石(RC-30)　t=10cm



＝ ｍ

外周長＝2ｎｒ・tan(180°/ｎ) ｎ：辺数、ｒ：半径

2 × 8 × ( / 2 )× / 8 ) ＝ ｍ

（呼び径+0.200）

面積＝ｎ・ｒ
2
・tan(180°/ｎ) ｎ：辺数、ｒ：半径

8 × ( / 2 )2 × / 8 ) ＝

（呼び径+0.200）

２
×π/4 ＝ 3.482 3.480.820 ｍ

2
舗装仮復旧 Ａ＝ 4.010 －

Ａ＝ 2.200 tan(180° 4.010 4.01 ｍ
2

L＝ 2.200 tan(180° 7.290 7.29

舗装取壊

舗装切断 呼び径 2.000

舗装切断・取壊し工（共通）

工　　種 算　　　　　　　　　　　　　式 数　　　量



№

名　　　称 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 12 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

立坑深 〃 5.400

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.400

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 2.000 　×　π  ＋ 1.400 ×4 ｍ 11.9

スクラップ重量

　（撤去部） 1.400 × 0.615 t/m t 0.861

　（管渠） 　　　（ 0.360 ＋ 0.10 ）
2　

×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.016

ｔ 0.877

円形覆工板 φ 2000 mm用 個 1

舗装復旧工 （仮復旧） 市道

　表層工 t=3cm ｍ
2

3.48

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ
2

3.48

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ
2

3.48

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

 （ No. 12 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 3.625

一般部 1.50 － 0.250 〃 1.250

仮舗装厚 市道 〃 0.250

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 2.066 ^2×π/4× 3.625 = ｍ
3

控除 V21= -1.10 ^2×π/4× 0.130 = 〃 底版

V22= -1.10 ^2×π/4× 0.900 = 〃 躯体ブロック（Ⅱ種）

V23= -1.05 ^2×π/4× 2.595 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(3.625-0.130-0.900)

V24= -0.36 ^2×π/4× 0.483 × 2 = 〃 推進管

ｍ
3

8.82

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 2.090 ^2×π/4× 1.250 = ｍ
3

控除 V21= -1.05 ^2×π/4× 0.705 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(1.500-0.195-0.600)

V22=-( 1.05 ^2+ 0.841 ^2)×π/4× 0.545/2 = 〃 斜壁（Ⅰ種）

V23= ^2×π/4× = 〃 調整リング

ｍ
3

3.29

-0.39

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

算　　　　　　　　　　式

12.15

-0.12

-0.86

-2.25

-0.10

4.29

-0.61



№

名　　　称 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 14 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.486

圧入深 〃 5.686

立坑深 〃 4.536

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 0.800 +0.500 +3.036 ｍ 4.336

〃 （5<Ｎ≦30） 〃 -

砂質土 （Ｎ≦30） 〃 -

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 0.850 +0.300 〃 1.150

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 5.486

舗装取壊工 市道

　舗装切断工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 7.29

　舗装取壊工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ
2

4.01

　残塊処分 As 4.01 × 0.05 ｍ
3

0.20

発生土処分 2.090
2
 　× 　π/4 × 5.486 - 6.59 × 1.11 ｍ

3
11.51

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式

(3.29+3.30)
(No.12+No.14)



№

名　　　称 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 ｍ
3

3.1

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 ｍ
3

1.2

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= - m 〃 -

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.3 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 3

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 1

１箇所当り溶接延長 ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.364

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 2.000 　×　π  ＋ 1.364 ×4 ｍ 11.7

スクラップ重量

　（撤去部） 1.364 × 0.615 t/m t 0.839

　（管渠） 　　　（ 0.360 ＋ 0.10 ）
2　

×π/4 × 0.0942 t/m2× 2 箇所 〃 0.031

ｔ 0.870

円形覆工板 φ 2000 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

施工時間算出

T1　： 機械設置撤去時間　（1.4 ｈ） ＝ 1.4

T2　： 圧入掘削積込み時間　（Ｈ2×ａ h）

Ｈ2　： 掘削深　（ｍ）

ａ　　： 1ｍ当り施工時間　（ｈ/ｍ）

H2 a

粘性土（Ｎ≦5） 4.336 × 0.8 ＝ 3.47

〃 （5<Ｎ≦30） - × 0.8 ＝ -

砂質土（Ｎ≦30） - × 0.9 ＝ -

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 0.9 ＝ -

礫質土（Ｎ≦30） 1.150 × 1.0 ＝ 1.15

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 1.0 ＝ -

計 5.486 4.62

T3　： ケーシング溶接時間　（L×0.1 h）

L　： 総溶接延長　（ｍ）

6.3 × 0.1 ＝ 0.63

T4　： 底盤コンクリート打設時間　（Ｖ×0.2 h）

Ｖ　： 底盤コンクリート量　（ｍ3）

3.1 × 0.2 ＝ 0.62

T5　： ケーシング引上げ時間　（ｔ1×0.5 h）

ｔ1　： ケーシング引上げ長　（ｍ）

0.90 × 0.5 ＝ 0.45

計（T） 7.72

施工実日数 7.72 / 8 ＝ 0.97

１ｍ当り平均施工時間 4.62 / 5.486 ＝ 0.842

日進量 6.50 / 0.842 ＝ 7.72

1日の発生土量 7.72 × 2.090
2

× π/4 ＝ 26.485

算　　　　　　　　　　式

※1ｍ当りの標準施工時間ついて
　　立坑深、8m<H≦10ｍの範囲であればH≧8mと同様の時間とする。
　　（損料を採用するレボ工法がH≦10mまで同様時間のため）

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 市道

　表層工 t=3cm ｍ
2

3.48

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ
2

3.48

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ
2

3.48

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 単位 数　　　量

 （ No. 14 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 2.761

一般部 1.50 － 0.250 〃 1.250

仮舗装厚 市道 〃 0.250

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 2.066 ^2×π/4× 2.761 = ｍ
3

控除 V21= -1.10 ^2×π/4× 0.130 = 〃 底版

V22= -1.05 ^2×π/4× 1.500 = 〃 躯体ブロック（Ⅰ種）

V23= -1.05 ^2×π/4× 1.131 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(2.761-0.130-1.500)

V24= ^2×π/4× = 〃

V25= -0.36 ^2×π/4× 0.508 × 2 = 〃 推進管

V26= ^2×π/4× × = 〃

ｍ
3

6.76

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 2.090 ^2×π/4× 1.250 = ｍ
3

控除 V21= -1.05 ^2×π/4× 0.669 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(1.500-0.231-0.600)

V22=-( 1.05 ^2+ 0.827 ^2)×π/4× 0.581/2 = 〃 斜壁（Ⅰ種）

V23= ^2×π/4× = 〃 調整リング

ｍ
3

3.30

4.29

-0.58

-0.41

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

算　　　　　　　　　　式

9.26

-0.12

-1.30

-0.98

-0.10



№

名　　　称 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 16 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.185

圧入深 〃 5.385

立坑深 〃 4.215

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 2.100 +0.900 +1.165 ｍ 4.165

〃 （5<Ｎ≦30） 〃 -

砂質土 （Ｎ≦30） 〃 -

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 1.020 〃 1.020

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 5.185

舗装取壊工 歩道

　舗装切断工 t=3cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 7.29

　舗装取壊工 t=3cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ
2

4.01

　残塊処分 As 4.01 × 0.03 ｍ
3

0.12

発生土処分 2.090
2
 　× 　π/4 × 5.185 - 3.64 × 1.11 ｍ

3
13.75

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 ｍ
3

3.1

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 ｍ
3

1.2

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= - m 〃 -

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.0 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 3

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 1

１箇所当り溶接延長 ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.385

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 2.000 　×　π  ＋ 1.385 ×4 ｍ 11.8

スクラップ重量

　（撤去部） 1.385 × 0.615 t/m t 0.852

　（管渠） 　　　（ 0.360 ＋ 0.10 ）
2　

×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.016

　（管渠） 　　　（ 0.165 ＋ 0.10 ）
2　

×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.005

ｔ 0.873

円形覆工板 φ 2000 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

施工時間算出

T1　： 機械設置撤去時間　（1.4 ｈ） ＝ 1.4

T2　： 圧入掘削積込み時間　（Ｈ2×ａ h）

Ｈ2　： 掘削深　（ｍ）

ａ　　： 1ｍ当り施工時間　（ｈ/ｍ）

H2 a

粘性土（Ｎ≦5） 4.165 × 0.8 ＝ 3.33

〃 （5<Ｎ≦30） - × 0.8 ＝ -

砂質土（Ｎ≦30） - × 0.9 ＝ -

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 0.9 ＝ -

礫質土（Ｎ≦30） 1.020 × 1.0 ＝ 1.02

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 1.0 ＝ -

計 5.185 4.35

T3　： ケーシング溶接時間　（L×0.1 h）

L　： 総溶接延長　（ｍ）

6.3 × 0.1 ＝ 0.63

T4　： 底盤コンクリート打設時間　（Ｖ×0.2 h）

Ｖ　： 底盤コンクリート量　（ｍ3）

3.1 × 0.2 ＝ 0.62

T5　： ケーシング引上げ時間　（ｔ1×0.5 h）

ｔ1　： ケーシング引上げ長　（ｍ）

0.90 × 0.5 ＝ 0.45

計（T） 7.45

施工実日数 7.45 / 8 ＝ 0.93

１ｍ当り平均施工時間 4.35 / 5.185 ＝ 0.839

日進量 6.50 / 0.839 ＝ 7.747

1日の発生土量 7.747 × 2.090
2

× π/4 ＝ 26.578

算　　　　　　　　　　式

※1ｍ当りの標準施工時間ついて
　　立坑深、8m<H≦10ｍの範囲であればH≧8mと同様の時間とする。
　　（損料を採用するレボ工法がH≦10mまで同様時間のため）

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 歩道

　表層工 t=3cm ｍ
2

3.48

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ
2

-

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ
2

3.48

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 単位 数　　　量

 （ No. 16 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 2.440

一般部 1.50 － 0.130 〃 1.370

仮舗装厚 歩道 〃 0.130

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 2.066 ^2×π/4× 2.440 = ｍ
3

控除 V21= -1.10 ^2×π/4× 0.130 = 〃 底版

V22= -1.05 ^2×π/4× 1.500 = 〃 躯体ブロック（Ⅰ種）

V23= -1.05 ^2×π/4× 0.810 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(2.440-0.130-1.500)

V24= ^2×π/4× = 〃

V25= -0.36 ^2×π/4× 0.508 × 1 = 〃 推進管

V26= -0.165 ^2×π/4× 0.508 × 1 = 〃 VU管

ｍ
3

6.00

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 2.090 ^2×π/4× 1.370 = ｍ
3

控除 V21= -1.05 ^2×π/4× 0.690 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(1.500-0.210-0.600)

V22=-( 1.05 ^2+ 0.82 ^2)×π/4× 0.600/2 = 〃 斜壁（Ⅰ種）

V23= 0.82 ^2×π/4× 0.080 = 〃 調整リング

ｍ
3

3.64

-0.04

-0.05

-0.01

4.70

-0.60

-0.42

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

算　　　　　　　　　　式

8.18

-0.12

-1.30

-0.70



№

名　　　称 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. a-3-1-1 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 4.966

圧入深 〃 5.166

立坑深 〃 4.016

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 2.100 +0.900 +1.036 ｍ 4.036

〃 （5<Ｎ≦30） 〃 -

砂質土 （Ｎ≦30） 〃 -

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 0.930 〃 0.930

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 4.966

舗装取壊工 市道

　舗装切断工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 7.29

　舗装取壊工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ
2

4.01

　残塊処分 As 4.01 × 0.05 ｍ
3

0.20

発生土処分 2.090
2
 　× 　π/4 × 4.966 - 3.26 × 1.11 ｍ

3
13.42

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 ｍ
3

3.1

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 ｍ
3

1.2

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= - m 〃 -

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm ｔ= 12 mm l= 1.8 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 2000 mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 3

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 1

１箇所当り溶接延長 ｍ 6.3

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.384

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 2.000 　×　π  ＋ 1.384 ×4 ｍ 11.8

スクラップ重量

　（撤去部） 1.384 × 0.615 t/m t 0.851

　（管渠） 　　　（ 0.360 ＋ 0.10 ）
2　

×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.016

　（管渠） 　　　（ 0.165 ＋ 0.10 ）
2　

×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.005

ｔ 0.872

円形覆工板 φ 2000 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式



№

名　　　称 単位 数　　　量

施工時間算出

T1　： 機械設置撤去時間　（1.4 ｈ） ＝ 1.4

T2　： 圧入掘削積込み時間　（Ｈ2×ａ h）

Ｈ2　： 掘削深　（ｍ）

ａ　　： 1ｍ当り施工時間　（ｈ/ｍ）

H2 a

粘性土（Ｎ≦5） 4.036 × 0.8 ＝ 3.23

〃 （5<Ｎ≦30） - × 0.8 ＝ -

砂質土（Ｎ≦30） - × 0.9 ＝ -

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 0.9 ＝ -

礫質土（Ｎ≦30） 0.930 × 1.0 ＝ 0.93

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 1.0 ＝ -

計 4.966 4.16

T3　： ケーシング溶接時間　（L×0.1 h）

L　： 総溶接延長　（ｍ）

6.3 × 0.1 ＝ 0.63

T4　： 底盤コンクリート打設時間　（Ｖ×0.2 h）

Ｖ　： 底盤コンクリート量　（ｍ3）

3.1 × 0.2 ＝ 0.62

T5　： ケーシング引上げ時間　（ｔ1×0.5 h）

ｔ1　： ケーシング引上げ長　（ｍ）

0.90 × 0.5 ＝ 0.45

計（T） 7.26

施工実日数 7.26 / 8 ＝ 0.91

１ｍ当り平均施工時間 4.16 / 4.966 ＝ 0.838

日進量 6.50 / 0.838 ＝ 7.757

1日の発生土量 7.757 × 2.090
2

× π/4 ＝ 26.612

算　　　　　　　　　　式

※1ｍ当りの標準施工時間ついて
　　立坑深、8m<H≦10ｍの範囲であればH≧8mと同様の時間とする。
　　（損料を採用するレボ工法がH≦10mまで同様時間のため）

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 市道

　表層工 t=3cm ｍ
2

3.48

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ
2

3.48

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ
2

3.48

数　　量　　計　　算　　書

算　　　　　　　　　　式

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 単位 数　　　量

 （ No. a-3-1-1 立坑） 鋼管呼び径φ 2000 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 2066 mm

鋼管外径φ 2090 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 2.241

一般部 1.50 － 0.250 〃 1.250

仮舗装厚 市道 〃 0.250

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 2.066 ^2×π/4× 2.241 = ｍ
3

控除 V21= -1.10 ^2×π/4× 0.130 = 〃 底版

V22= -1.05 ^2×π/4× 1.500 = 〃 躯体ブロック（Ⅰ種）

V23= -1.05 ^2×π/4× 0.611 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(2.241-0.130-1.500)

V24= ^2×π/4× = 〃

V25= -0.36 ^2×π/4× 0.508 × 1 = 〃 推進管

V26= ^2×π/4× × = 〃

ｍ
3

5.51

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 2.090 ^2×π/4× 1.250 = ｍ
3

控除 V21= -1.05 ^2×π/4× 0.889 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(1.500-0.161-0.450)

V22=-( 1.05 ^2+ 0.865 ^2)×π/4× 0.361/2 = 〃 斜壁（Ⅰ種）

V23= ^2×π/4× = 〃 調整リング

ｍ
3

3.26

-0.05

4.29

-0.77

-0.26

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

算　　　　　　　　　　式

7.51

-0.12

-1.30

-0.53



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ1500 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（1） 2 箇所
1 1

種目 単位 No.13 No.15 合計

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.688 5.160 10.848

圧入深 〃 5.888 5.360 11.248

立坑深 〃 4.738 4.210 8.948

引抜長 〃 0.900 0.900 1.800

粘性土 Ｎ≦5 ｍ 4.408 4.170 8.578

5＜Ｎ≦30 〃 - -

砂質土 Ｎ≦30 〃 0.550 - 0.550

30＜Ｎ≦50 〃 - -

礫質土 Ｎ≦30 〃 0.730 0.990 1.720

30＜Ｎ≦50 〃 - -

合計 ｍ 5.688 5.160 10.848

舗装取壊し

舗装切断工 As　t=15cm以下 ｍ 5.63 5.63 11.26

舗装取壊工 As　t=10cm以下 ｍ2 2.39 2.39 4.78

残塊処分 As ｍ3 0.12 0.12 0.24

発生土処分 ｍ3 9.75 8.67 18.42

土質層厚

種  別



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ1500 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（2）

種目 単位 No.13 No.15 合計

底盤ｺﾝｸﾘｰﾄ ｍ
3

1.8 1.8 3.6

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 〃 0.7 0.7 1.4

埋戻工 グラウトコンクリート 〃 3.32 2.71 6.03

流用土 〃 1.39 1.42 2.81

(ｹｰｼﾝｸﾞ長:計)

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm  t=12 l = 2.4 m 本 1 1 4.8 2

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm  t=12 l = 1.5 m 〃 1 - 1.5 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm  t=12 〃 - -

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm  t=12 l = 2.0 m 〃 - 1 2.0 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm  t=12 l = 1.0 m 〃 1 - 1.0 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm  t=12 〃 - -

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ1500mm l = 2.0 m 本 1 1 2

合計 本 4 3 9.3

種  別



鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ式立坑 φ1500 ｍｍ（揺動圧入）   集計表（3）

種目 単位 No.13 No.15 合計

ボルト接合 箇所 1 1 2

溶接接合 〃 2 1 3

1箇所当り溶接長 ｍ 4.7 4.7

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.362 1.390 2.752

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 〃 10.20 10.30 20.50

ｽｸﾗｯﾌﾟ重量 ｔ 0.666 0.702 1.368

路面覆工 円形覆工板 φ1500ｍｍ用 個 1 1 2

舗装復旧工 仮復旧

【農道】

表層工 ｍ2 - -

上層路盤工 〃 - -

【市道】

表層工 ｍ2 1.87 1.87 3.74

上層路盤工 〃 1.87 1.87 3.74

下層路盤工 〃 1.87 1.87 3.74

種  別

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=3cm

粒度調整砕石(M-30)　t=13cm

再生密粒度ｱｽｺﾝ(13)　t=3cm

粒度調整砕石(M-30)　t=12cm

再生砕石(RC-30)　t=10cm



＝ ｍ

外周長＝2ｎｒ・tan(180°/ｎ) ｎ：辺数、ｒ：半径

2 × 8 × ( / 2 )× / 8 ) ＝ ｍ

（呼び径+0.200）

面積＝ｎ・ｒ
2
・tan(180°/ｎ) ｎ：辺数、ｒ：半径

8 × ( / 2 )2 × / 8 ) ＝

（呼び径+0.200）

２
×π/4 ＝

ｍ
2

Ａ＝ 2.394 － 1.866 ｍ
2

舗装取壊

Ａ＝ 1.700 tan(180° 2.394 2.39

舗装仮復旧 0.820

L＝ 1.700 tan(180° 5.633 5.63

1.87

舗装切断 呼び径 1.500

舗装切断・取壊し工（共通）

工　　種 算　　　　　　　　　　　　　式 数　　　量



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 13 立坑） 鋼管呼び径φ 1500 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 1566 mm

鋼管外径φ 1590 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.688

圧入深 〃 5.888

立坑深 〃 4.738

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 1.600 +2.808 ｍ 4.408

〃 （5<Ｎ≦30） 〃 -

砂質土 （Ｎ≦30） 0.550 〃 0.550

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 0.730 〃 0.730

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 5.688

舗装取壊工 市道

　舗装切断工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 5.63

　舗装取壊工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ2 2.39

　残塊処分 As 2.39 × 0.05 ｍ3 0.12

発生土処分 1.590 2 　× 　π/4 × 5.688 - 1.39 × 1.11 ｍ3 9.75

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 ｍ3 1.8

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 ｍ3 0.7

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm ｔ= 12 mm l= 1.5 m 〃 1

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm ｔ= 12 mm l= 1.0 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 4

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 2

１箇所当り溶接延長 ｍ 4.7

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.362

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 1.500 　×　π  ＋ 1.362 ×4 ｍ 10.2

スクラップ重量

　（撤去部） 1.362 × 0.466 t/m t 0.635

　（管渠） 　　　（ 0.360 ＋ 0.10 ）2　×π/4 × 0.0942 t/m2× 2 箇所 〃 0.031

ｔ 0.666

円形覆工板 φ 1500 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

施工時間算出

T1　： 機械設置撤去時間　（1.4 ｈ） ＝ 1.4

T2　： 圧入掘削積込み時間　（Ｈ2×ａ h）

Ｈ2　： 掘削深　（ｍ）

ａ　　： 1ｍ当り施工時間　（ｈ/ｍ）

H2 a

粘性土（Ｎ≦5） 4.408 × 0.8 ＝ 3.53

〃 （5<Ｎ≦30） - × 0.8 ＝ -

砂質土（Ｎ≦30） 0.550 × 0.9 ＝ 0.50

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 0.9 ＝ -

礫質土（Ｎ≦30） 0.730 × 1.0 ＝ 0.73

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 1.0 ＝ -

計 5.688 4.76

T3　： ケーシング溶接時間　（L×0.1 h）

L　： 総溶接延長　（ｍ）

9.4 × 0.1 ＝ 0.94

T4　： 底盤コンクリート打設時間　（Ｖ×0.2 h）

Ｖ　： 底盤コンクリート量　（ｍ3）

1.8 × 0.2 ＝ 0.36

T5　： ケーシング引上げ時間　（ｔ1×0.5 h）

ｔ1　： ケーシング引上げ長　（ｍ）

0.90 × 0.5 ＝ 0.45

計（T） 7.91

施工実日数 7.91 / 8 ＝ 0.99

１ｍ当り平均施工時間 4.76 / 5.688 ＝ 0.837

日進量 6.50 / 0.837 ＝ 7.766

1日の発生土量 7.766 × 1.590 2 × π/4 ＝ 15.420

数　　量　　計　　算　　書

※1ｍ当りの標準施工時間ついて
　　立坑深、8m<H≦10ｍの範囲であればH≧8mと同様の時間とする。
　　（損料を採用するレボ工法がH≦10mまで同様時間のため）



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 市道

　表層工 t=3cm ｍ2 1.87

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ2 1.87

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ2 1.87

数　　量　　計　　算　　書

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

 （ No. 13 立坑） 鋼管呼び径φ 1500 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 1566 mm

鋼管外径φ 1590 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 3.183

一般部 1.500 － 0.250 〃 1.250

仮舗装厚 （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） 〃 0.250

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 1.566 ^2×π/4× 3.183 = ｍ
3

控除 V21= -1.10 ^2×π/4× 0.13 = 〃 底版

V22= -1.05 ^2×π/4× 1.200 = 〃 躯体ブロック（Ⅰ種）

V22= -1.05 ^2×π/4× 1.853 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(3.183-0.130-1.200)

V23= ^2×π/4× = 〃

V24= -0.36 ^2×π/4× 0.258 × 2 = 〃 推進管

ｍ
3

3.32

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 1.566 ^2×π/4× 1.250 = ｍ
3

控除 V21= -1.05 ^2×π/4× 0.847 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(1.500-0.203-0.450)

V22=-( 1.05 ^2+ 0.844 ^2)×π/4× 0.403/2 = 〃 斜壁（Ⅰ種）

V23= ^2×π/4× = 〃 調整リング

ｍ
3

1.39

-1.60

-0.05

0.00

2.41

-0.73

-0.29

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

6.13

-0.12

-1.04

0.00



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

立坑築造工  （ No. 15 立坑） 鋼管呼び径φ 1500 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 1566 mm

鋼管外径φ 1590 mm

掘削深 （圧入掘削積込工） ｍ 5.160

圧入深 〃 5.360

立坑深 〃 4.210

引抜長 〃 0.900

土質層厚 粘性土 （Ｎ≦5） 2.100 +0.900 +1.170 ｍ 4.170

〃 （5<Ｎ≦30） 〃 -

砂質土 （Ｎ≦30） 〃 -

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

礫質土 （Ｎ≦30） 0.990 〃 0.990

〃 （30＜Ｎ≦50） 〃 -

合計 ｍ 5.160

舗装取壊工 市道

　舗装切断工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ 5.63

　舗装取壊工 t=5cm （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） ｍ2 2.39

　残塊処分 As 2.39 × 0.05 ｍ3 0.12

発生土処分 1.590 2 　× 　π/4 × 5.160 - 1.42 × 1.11 ｍ3 8.67

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

底版ｺﾝｸﾘｰﾄ量 ｍ3 1.8

ｽﾗｲﾑ処理 泥水処分量 ｍ3 0.7

土留材料

先頭ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm ｔ= 12 mm l= 2.4 m 本 1

中間ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm ｔ= 12 mm l= - m 〃 -

最終ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm ｔ= 12 mm l= 2.0 m 〃 1

仮設ｹｰｼﾝｸﾞ φ 1500 mm l= 2.0 m 〃 1

　　　合　　計 本 3

ボルト接合 箇所 1

溶接接合 箇所 1

１箇所当り溶接延長 ｍ 4.7

ｹｰｼﾝｸﾞ撤去長 ｍ 1.390

ｹｰｼﾝｸﾞ切断長 1.500 　×　π  ＋ 1.390 ×4 ｍ 10.3

スクラップ重量

　（撤去部） 1.390 × 0.466 t/m t 0.648

　（管渠） 　　　（ 0.360 ＋ 0.10 ）2　×π/4 × 0.0942 t/m2× 3 箇所 〃 0.047

　（管渠） 　　　（ 0.206 ＋ 0.10 ）2　×π/4 × 0.0942 t/m2× 1 箇所 〃 0.007

ｔ 0.702

円形覆工板 φ 1500 mm用 個 1

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

施工時間算出

T1　： 機械設置撤去時間　（1.4 ｈ） ＝ 1.4

T2　： 圧入掘削積込み時間　（Ｈ2×ａ h）

Ｈ2　： 掘削深　（ｍ）

ａ　　： 1ｍ当り施工時間　（ｈ/ｍ）

H2 a

粘性土（Ｎ≦5） 4.170 × 0.8 ＝ 3.34

〃 （5<Ｎ≦30） - × 0.8 ＝ -

砂質土（Ｎ≦30） - × 0.9 ＝ -

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 0.9 ＝ -

礫質土（Ｎ≦30） 0.990 × 1.0 ＝ 0.99

〃 （30＜Ｎ≦50） - × 1.0 ＝ -

計 5.160 4.33

T3　： ケーシング溶接時間　（L×0.1 h）

L　： 総溶接延長　（ｍ）

4.7 × 0.1 ＝ 0.47

T4　： 底盤コンクリート打設時間　（Ｖ×0.2 h）

Ｖ　： 底盤コンクリート量　（ｍ3）

1.8 × 0.2 ＝ 0.36

T5　： ケーシング引上げ時間　（ｔ1×0.5 h）

ｔ1　： ケーシング引上げ長　（ｍ）

0.90 × 0.5 ＝ 0.45

計（T） 7.01

施工実日数 7.01 / 8 ＝ 0.88

１ｍ当り平均施工時間 4.33 / 5.160 ＝ 0.839

日進量 6.50 / 0.839 ＝ 7.747

1日の発生土量 7.747 × 1.590 2 × π/4 ＝ 15.382

数　　量　　計　　算　　書



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

舗装復旧工 （仮復旧） 市道

　表層工 t=3cm ｍ2 1.87

　上層路盤工 粒調砕石（M-30） t=12cm ｍ2 1.87

　下層路盤工 再生砕石（RC-30） t=10cm ｍ2 1.87

数　　量　　計　　算　　書

再生密粒度アスコン(13) （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より）



№

名　　　称 算　　　　　　　　　　式 単位 数　　　量

 （ No. 15 立坑） 鋼管呼び径φ 1500 mm

t＝ 12 mm 鋼管内径φ 1566 mm

鋼管外径φ 1590 mm

埋戻し高さ ケーシング部 ｍ 2.655

一般部 1.500 － 0.250 〃 1.250

仮舗装厚 （別途「舗装切断・取壊し工(共通）」より） 〃 0.250

ケーシング部埋戻し グラウトコンクリート

全体 V1= 1.566 ^2×π/4× 2.655 = ｍ
3

控除 V21= -1.10 ^2×π/4× 0.13 = 〃 底版

V22= -1.05 ^2×π/4× 1.500 = 〃 躯体ブロック（Ⅰ種）

V23= -1.05 ^2×π/4× 1.025 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(2.655-0.130-1.500)

V24= -0.36 ^2×π/4× 0.258 × 3 = 〃 推進管

V25= 0.206 ^2×π/4× 0.258 × 1 = 〃 PRP管

ｍ
3

2.71

一般部埋戻し 流用土

全体 V1= 1.566 ^2×π/4× 1.250 = ｍ
3

控除 V21= -1.05 ^2×π/4× 0.775 = 〃 直壁（Ⅰ種）
(1.500-0.275-0.450)

V22=-( 1.05 ^2+ 0.82 ^2)×π/4× 0.450/2 = 〃 斜壁（Ⅰ種）

V23= 0.82 ^2×π/4× 0.025 = 〃 調整リング
(0.275-0.250)

ｍ
3

1.42

2.41

-0.67

-0.31

-0.01

数 量 計 算 書(埋戻し土量計算)

5.11

-0.12

-1.30

-0.89

-0.01

-0.08



水質観測井戸数量計算書
土  質 砂礫土 砂質土 シルト・粘土 計 継　手 ストレーナー 備　考

加　工
立坑NO. 単位 ｍ ｍ ｍ ｍ 本 ｍ

13 0.780 0.550 5.170 6.500 1 2

14 1.200 4.900 6.100 1 2
15

a-3-1-1 1.040 4.960 6.000 1 2

16 1.050 4.650 5.700 1 2

12 既存流用のため、調査孔閉塞のみ

合　　計 4.070 0.550 19.680 24.300 4.000 8.000

数量計算書 数量07　水質観測井戸数量.xls



        水   質   観   測   井  戸  土   質   分   類   表

Ａ 地盤高 86.870 Ａ 地盤高 86.910
Ｂ 薬注下端高 81.432 立坑Ｎｏ: 13 Ｂ 薬注下端高 81.894 立坑Ｎｏ: 14
Ｃ Ｂ－1.00ｍ 80.432 Ｃ Ｂ－1.00ｍ 80.894

Ａ－Ｃ 6.438 Ａ－Ｃ 6.016
改 め  6.500 適用Br No. 改 め  6.100 適用Br No.

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 86.690 0.180 12 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 86.710 0.200 13

土       層 土層厚 累  計 土       層 土層厚 累  計
1 砂礫土[Ｇ] 0.780 0.780 1 砂礫土[Ｇ] 0.900 0.900
3 シルト･粘土[Ｃ] 1.600 2.380 1 砂礫土[Ｇ] 0.300 1.200
2 砂質土[Ｓ] 0.550 2.930 3 シルト･粘土[Ｃ] 0.800 2.000
3 シルト･粘土[Ｃ] 7.650 10.580 4.080 3 シルト･粘土[Ｃ] 0.500 2.500

3 シルト･粘土[Ｃ] 3.800 6.300 0.200

砂礫土[Ｇ] 0.780 砂礫土[Ｇ] 1.200
砂質土[Ｓ] 0.550 砂質土[Ｓ] 0.000
シルト･粘土[Ｃ] 5.170 シルト･粘土[Ｃ] 4.900
計 6.500 計 6.100

土質分類表 数量07　水質観測井戸数量.xls



        水   質   観   測   井  戸  土   質   分   類   表

Ａ 地盤高 87.180 Ａ 地盤高 87.190
Ｂ 薬注下端高 82.270 立坑Ｎｏ: 15 Ｂ 薬注下端高 82.495 立坑Ｎｏ: 16
Ｃ Ｂ－1.00ｍ 81.270 a-3-1-1 Ｃ Ｂ－1.00ｍ 81.495

Ａ－Ｃ 5.910 Ａ－Ｃ 5.695
改 め  6.000 適用Br No. 改 め  5.700 適用Br No.

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 86.940 0.240 14 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞGL 86.940 0.250 14

土       層 土層厚 累  計 土       層 土層厚 累  計
1 砂礫土[Ｇ] 1.040 1.040 1 砂礫土[Ｇ] 1.050 1.050
3 シルト･粘土[Ｃ] 2.100 3.140 3 シルト･粘土[Ｃ] 2.100 3.150
3 シルト･粘土[Ｃ] 0.900 4.040 3 シルト･粘土[Ｃ] 0.900 4.050
3 シルト･粘土[Ｃ] 1.200 5.240 3 シルト･粘土[Ｃ] 1.200 5.250
3 シルト･粘土[Ｃ] 3.600 8.840 2.840 3 シルト･粘土[Ｃ] 3.600 8.850 3.150

砂礫土[Ｇ] 1.040 砂礫土[Ｇ] 1.050
砂質土[Ｓ] 0.000 砂質土[Ｓ] 0.000
シルト･粘土[Ｃ] 4.960 シルト･粘土[Ｃ] 4.650
計 6.000 計 5.700

土質分類表 数量07　水質観測井戸数量.xls



ヽ

本管掘削土量 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

基面整正
[m2]

掘削土量計
[m3]

51203

51203

掘肖1下水
[m飼

51.203

|
5呵 203

掘肖1
[m
土木
3]

掘肖1機械

028m3(020)

合計

処理種別  当初 1/1ページ



本管埋戻土量 内訳集計表 工事名 :木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

[m3]

41372土量合計

費用区分 補助

掘肖1機械 028m3(0.20)

流用B区分流用A区分埋戻B2

38.138

38.138

埋 戻

埋戻Bl埋戻A2

3.234

3.234

埋戻Al
埋戻種別

流用上

合計

処理種別  .当 初 1/1ページ



本管発生土処理 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

5279合計

費用区分 補助

合計

下水道

5279

5279

一般土木

BH0 80m3(0.60)[m3]

下水道一般土木

BHO!45m3(035)[m3]

下水道一般土木

BH0 28m3(020)[m3]

下水道

5.279

5.279

一般土木

BH0 13(0.10)[m3]

下水道一般土木

人力[m3]

下水道一般土木

運搬機械

DT4

合計

処理種別  当初 1/1ベージ



本管布設 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

管種  リブ管

管径
[mm]

区間延長
[m]

1540

マンホーザレ
削孔[箇所]

管布設エ
[m]´

13000

管 材料費

副管継手(内 )[本 ]

|

副管継手(外)[本]調整管[本 ]

2

片受直管 [本 ]

2200

処理種別  当初 1/1ページ



本管 基礎工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分

基礎高[m] 0,406

補助

合計

6.050

6050

4.434

4.434

基礎工 [h3]

入 力

1616RC-30

合計

種 別

刊616

管渠延長合計 13600

処理種別  当初 1/1ページ



土留工集計表 (本管) 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

土 エ

費用区分補助

管種  リブ管

矢板  アルミ矢板

023m3
(020)

[m]土留めなし
381-5

15.400総合計

掘削機種
毎合計

15400

15.400

合計

15.400

15400

′15400

3.51-3.8331スψ35301-3.3

15400

15。 400

15_400

2.61-32.51'ψ 262.06'Ψ 2.5201-205156'し 2151'ψ l.55-1.5掘削幅 [m]

-0.97

-1。22

-1.62

～097

-1.22

-162

掘肖1深毎 合計

掘削機種

掘削幅
毎合計

処理種別  当初 1/1ページ



土 留 工 集 言十表   (耳又イ寸 管 )   工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分補助

管種  VU管

矢板  アルミ矢板

[m]土留めなし

^ψ 1 5

土 工 [m] 掘削機種
毎合計

6000

6.000

合計

6.000

6000

6.000

3.31-5351-3.33.31-35301-33

6000

6.000

6000

2!61-3

|

2.51-2.6206-25

|

201-2.051.56'Ψ 21.51'Ψ 155
掘削深

掘削幅 [m]

～097

-122
-162

-097

-1.22

～ 1162

掘削深毎 合計

掘削機種

028m3
(0.20)

掘削幅
毎合計

6000

処理種別  当初 1/1ぺ Tジ



マ ン ホ ー ル 設 置 工 集 計 表 (1) 工事名 木之本西幹線投入点(1つ接続工項 難波第4ェロ

費用区分 補助

蓋受枠  T-25(φ 600) 1箇所

平1均マンホー
ル深[m]

3072

3072

蓋受枠
[箇所]

1

1

調整金具[個 ]

45mm

1

1

25mm

|

15mm

調整リング[個 ]

15cm10cm5cm

2

2

直壁 l個 ]

|

0309106

1

1

121518

斜壁 [個 ]

0304506

1

1

躯体プロック [個 ]

09121518

1

|

1

1

底版
[個 ]

1

インハ
・―ト
[個 ]

2

1爾
2

2

1号

合計

処理種別  ‐当初 1/1ページ



マンホール設置ェ
‐
集計表 (2) 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事 (難波第4ェ区)

費用区分 補助

蓋受枠  T=25(φ 600)

ョイント[箇所]
HP250 HP300 PRPl PRP200 PRP250 PRP300 00 VU125 VU150 VU250 VU300

|

|
3

3

肖1孔 [箇
100 φ125 φ150 φ200 φ250 300 予 予備 予 予備

2

2|

1号

マンホー )レ形式

合計

処理種別  当初



マンホールブロック据付工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工広)

合計

費用区分   補助

蓋受枠     T-25(φ 600)

てンホール形式 1号

1

～ 0.00[m]～99900[m]| ～0.00[m]～600[m]～500[m]

1

1

～ 3.00[m] ～400[m]
|

合計

処理種別  当初 /ヽ1ページ



底部工 集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

蓋受枠  T-25(φ 600)

底部二なし

1

栗石

1

管径
[mm]

(インバート有)底部工  [箇所]マンホーザレ
形式

1号 200

合計、

1
|

底部工なし砕石 (RC-40)栗石

250

合計

マンホーJ♭
形式

1号

管径
[mm]

[箇所] (インバート無)

処理種別  当初 1/1ページ



取 付 管 掘 削 土 量 内 訳 集 計 表   ェ事名 木之本西幹線投入点(り接続工項 難波第4工酌

費用区分 補助

掘削下
[ね 3]

水

191531

19.153

掘削機械

0.28m3(020)

合計

処理種別  当初 /ヽ1ページ



取付管 埋戻土量 内 計表 工事名 木之本西幹線投入点 (17)接続工事(難波第4工区)

16.299土量合計

訳集
費用区分 補助

掘削機械 0.28m3(0.20)

埋戻種別

埋融 1

埋戻土量 [m3]

流用B区分埋戻B2 1′ 流用A区分

1田 241

15.124

埋戻Bl埋戻A2
1.175

1175

流用上

合計

処理種別  当初 1/1ページ



取付管発生土処理 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

合計

1061

|
1.061

BH0 80m3(060)
[m3]

BH0 45m3(035)
[m3]

106可
|

可.0611

BH0 28m3(0.20)

[m3]

BHO.13(010)
[m3]

人力[m3]

DT4t
|

合計
|

運搬機械

処理種別  当初 1/1ページ



桝設置1 内訳集計表 (人孔) 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分  補助

桝種類   1号

平均桝深[m]   290

蓋受枠   T-14(φ 600)

1合計

1箇所

調整金具

45mm25mm15mm

1

1

調整リング
15cm

|

10cm5cm

2

2

直壁

06 103 1

1

|

1

0915112■8

斜壁

03045

1

1

106

躯体ブロック

06121091518

1

1 1

底版

1

設置箇所数

人孔取り 1

取付方法

処理種別  当初 1/1ページ



桝設置工2内訳集計表 (人孔) 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分  補助

桝種類   1号

平均桝深[m]  290

蓋受枠   T-14(φ 600)

取付方法 ゴム製ジョイント [箇所]

り孔取人

予備 1予備予備VU300VU250VU200

可

VU125 VU150VU100

1

予備HP300HP250

合計

処理種別  当初 1/1ページ



桝1底部工 内訳集計表 (人孔) 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分  補助

桝種類   1号

管径[mm] 150

平均桝深[m]  290

蓋受枠    T-14(φ 600)

1 取付方法 底部工  [箇所] (インバート無 )

|
底部工なし砕石(RCJO)栗 石

1

1

人孔取り

合計

処理種別  当初 /ヽ1ページ



桝設置 内訳集計表 (据付工) 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

桝種類   1号

平均桝深[m]  290

蓋受枠   T-14(φ 600)

合計

1

1

エ

～ 3.00[m] ～4.00[m] ～ 500[m] ～ 600[m] ～ 999.00[m] ～ 000[m] ～ 0.00[m]

|

|
|

1

1

取付方法

人孔取り

合計

処理種別  当初 1/1ページ



取付管布設 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分

取付管管種

補助

VU管

取付管長区分 (平均)500m～ 12.00m

区間延長
[m]

600

600

管 材料費

計
３
管
本
短
‥

エ

150 囃韓[m]
管渠延長
[m]鰭

閑
垂直短管
[本 ]

舶
閑

プキャッ団
上流継手
[本 ]

1リ :リ

150 200

5.599|50

559950

||
|

|

|7

7

7

7

|囃醜闘
囃筆Ｅｍｍ‐ 1

1

150

合計

処理種別  当初 1/1ページ



取付管 基礎工 内ヽ訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点 (17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

管種  VU管

管径 φ 150

1取付管箇所数[箇所]

管防護工 [m3]i
BHO.80m3(0.60)BHO.45m3(0,35)BHO.28m3(0.20)

1438

1438

BHO.1343(0101入 力

種別 基礎工 lTn3]

人 力 BH013m3(0.10) BHO.28m3(0.20) BH0 80h3(060)

05871

0587砕砂

合計

処理種別  当初 /ヽ1ページ



舗装版切断 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

舗装版切断[m]

コンクリエト(
有筋)

コンクリート(
無筋 )

37.5501

アスフアルト

37550

舗装厚
[m]

～0.15

合計

処理種別  当初 1/1ページ



舗装版破砕 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分  補助

舗装種別 アスファルト

破砕機械  o.23m3(o20)

本管部

取付管部

舗装厚[m]

|

|

^,99900～015～ 0。 10

16。 170

3543

19713

区分

合計

処理種別  当初 1/1ページ



殻運搬処理 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

舗装種別 アスファルト

0985

総合計

合計

0985

BHO,80(0.60)[m3]

取付管部本管部

080合計

BH0 28(020)[m3] | BHO.45(035)[m3]

本管部 | 取付管部

045合計 |

0177

取付管部

0177

0,985

本管部

0808

0808

028合計

人力 [m3] BH0 13(010)[m3]

ュ 付管部取付管部 1 本管部

0.13合計

本管部

人力合計

運搬機械

DT4t

合計

0.985

処理種別  当初 /ヽ1ページ



路盤工 内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

施工区分 車道

|

埋戻土 1山土(盛土
別途計上十 用)

|

M-40M-30

|

|

Cu0C-30

|

RC-40RCi30

19713

19719

流用上

路盤工1[m2]

山土(盛土
用)

埋戻土
別途計上

MJ0M-30

19.713

1971こ

C-40C-30RCJ0

|

RC-30流用上

仕上がり
厚
[m]

010

合計

路盤工2[m2]

012

処理種別  当初 1/1ページ



路面復旧工 1内訳集計表 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

施工区分 車道

瀞岡
路面 旧[m2]

003

合計

13

19713
|

密粒度AS20密粒度AS13再生密粒度AS20

19713

処理種別  当初 1/1ページ



費用区分 補助

路線名 6a-3-2

現況舗装厚 [m]

日進量[m/日 ]

人孔番号

下流側 15

上流側 a-3-2-1

区間延長 管渠減長 管渠延長
[詰]     [m]     [m]

olo 管基礎厚[m]

lo ooo調 整管[本 ]

施工基
面高 [m]

83797

84015

土量計算書 工事番号 00

スパン番号 01-00 管種 リブ管
0.05復旧舗装厚[m]   o o3管 防護厚[市 ]
40本管勾配[960]  20000管渠継手無し[m]

工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

管径[mm]200  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)[20飼  掘削機械 028m3(020)[200]
oooo L下 流マンホー,レ肖1子し接続

loo ooo 流用余り[m3] o.ooo
片受直管 調
[本 ]

運搬機種 DT4t

匪 上流マシホ″,レ削孔接続

ステップ   0575

地盤高
[お ]

87.18

8719

管底高
[m] 堀裂暦 翫擦撮]れ削幅[m]蕃櫂孫2]土旱[m3]

010 流用可能層厚[m]
0500 矢板設置率l%]

流用可能
土量 [m3]

3.279      105     3442   37517      0000

整長さ 流出管
[m] 底高[m]

83325

副管継手

なし1090 10000

1090 X

1090 x

1090 x

83900

84118

3383

3175 2 2000

2 1090 X

1090 X

1090 X

1090 x

1090 X

1090 X

1090 x

105

105  X

105 ×

105  X

l.05 X

l.05

105

復 旧舗装厚

000

020 -

000

242 -

路盤厚 1

路盤厚 2

003[m]

0000 +    o ooo

1,05

1 05  x    O.05

舗装切断

舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 RC-30

埋戻管防護 RC 30

路線名 6a-3-2

現況舗装厚 [m]

日進量[m/日 ]

下流側 a-3-2-1

上流側 a-3-2-2

21800[m]

11445[m2]

0572[m3]

0000[m3]

0000[m2]

36945[m3]

3661[m3]

1144[m3]

3.139[m3]

37517 --   0572

37.517 -‐    0572-   0.000--  33283 +

10.90 ×     105 x   010‐ 卜   0000

1090X  105X(  0206+  010)一
1090 X   0206 ^2X0785

路面復旧  車道 再生密粒度AS
埋戻Al区分   流用上
埋戻A2区分   流用上
埋戻Bl区分    流用上  :
埋戻B2区分   流用上
路盤工1区分 車道 M-30

路盤工2区分 車道 RC-30

流用A区分    流用上
流用B区分    流用上

0000

11445[m2]

0000[m3]

2.289[m3]

0000[市 3]

27606[m3]

11445[m2]

11445[m2]

0000[m3]

o ooo[m3]

0000

012[m]

olo[m]

運搬機種 DT4t

□ 上流マンホール肖1孔接続

ステップ   0025

スパン番号 02-00 管種 リブ管  管径[mm]200  矢板 アルミ矢板 破砕機械 o28m3(020)[200]掘肖1機械 023m3(020)酸 00]

005復旧舗装厚[m]   o o3管防護厚[m]   o.10 管基礎厚[h]   010 流用可能層厚[m] o.000 田 下流マンホー)レ肖JttL接続

40本管勾配[96o]   3111 管渠継手無し[m] 3.600調整管[本]    α900 矢板設置率[%] 100000 流用余り[m3] 0000

人子と墨ヽ号区罵計長
管
ξ汗;管掃話長 当等厚 警普品]埒斜β 翫擦撮]掘削幅[mi謡擢盟2]土量[m3]至昼厨者 

片
岳昂官 
調蕎ξ
さ 書普昂]

3600 8719

87.04

管底高
[m]
84143

84157

84.040

84054 0      3600

84118

副管継手

なし

003[m]

0000 +    o ooo

450 090 3150

2986    3.668      105     3221 14494      0000

450 ×

450 x

4.50 x

450 X

4.50 X

4.50 X

4.50 X

450 X

450 X

450 x

105

105  X

105 X

105  X

105  X

105

105

復旧舗装厚

000

020 -

000

221 -

路盤厚 1

路盤厚 21

2

1.05

105  x    005

舗装切断  ン
舗装取壊

舗装取壊

掘削[土木]

基面整正

掘削[下水]

発生土処理

埋戻管基礎 RC-3o

埋戻管防護 RC 30

9000[m]

4725[m2]

01236[m3]

0,000[m3]

0000[m2]

14258[m3]

1618[m3]

0472[m3]

1.295[m3]

14494 -   0236

14.494 --   0236-   0000-  12.640+

450 x     105 x   0101-   0000
450 X   105 X(  0206キ    010 )一
450 X   0206 ^2)(0785

路面復旧  車道 再生密粒度AS
埋戻Al区分    流用上
埋戻A2区分    流用上
埋戻Bl区分    流用上
埋戻B2区分    流用上
路盤工 1区分 車道 M-30

路盤工2区分 車道 RC-30

流用A区分    流用上
流用 B区分    流用上

4725

0000

0945

0.000

10442

4725

4725

0000

0000

[m2]

[m3]

[m3]

[m3]

[m3]

[m2]

[m2]

[m3]

[m3]

0000

012[m]

olo[m]
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取付管土量計算書 工事番号 00 工事名  木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

上流側人孔番号 16    下流恨ll人孔番号      矢板 アルミ矢板  1劃 人孔取リ  スパン番号

平均掘削深 平均落差 平均桝深 現況舗装厚 舗装復旧厚 管基礎厚 管防護厚 流用可能層厚 流用余り  構造深
3270        0740        290          005           003       010       010          0000      0000       1 10

1管種    1管径 [mm]1破砕機種  1掘削機械  1運搬機種  1語P土
被り

本管側  l vu管

費用区分

路線名

単位 :[m]

単位 :[m]

桝種類

1抒許

補助          ヽ

6a-1-1         取付管番号 01

区間延長 管渠延長 掘削延長 舗装延長
600       5599      61000      3375

埋戻路盤工厚1 埋戻路盤工厚2
012             0199

取付  内管止め
箇所数  箇所数

構造幅 構造迄幅

110       000

人孔深
「m司

掘削幅
[m]蓋受枠

T-14(φ 600) 150 3!640  '   0000 +    200

舗装切断
舗装取壊
舗装取壊

掘削下水

流用可能土量

土量

発生上処理

配管エ
埋戻管基礎

埋戻管防護

路面復旧

埋戻Al区分

埋戻A2区分

埋戻Bl区分

埋戻B2区分

同
団
岡
Ｅｍ３ュ
Ｅｍ３３
岡
岡
Ｅｍュ団
団
団
躙
岡
岡
岡

７５０
５４３
‐７７
‐５３
０００
３３。
０６‐
５９９
５８７
４３８
５４３
Ш
‐７５
０００
‐２４

６

＆

α

ａ

α

ａ

ｔ

ａ

ａ

ｔ

＆

α

■

ａ

５

９９

０

０

０

０

１

耳

０

Ｅｍ２Ｅｍ２
陣
Ｅｍ３Ｅｍ３
閑
困
団
困
団
団
団
困

５４３

５４３

‐０６

０００

０００

７

０

０

０

０

１

１

０

0 回土留あり
□上流継手

□管口止水

105 X
0177
0000 -

105 ×

105 × (

105 X
105 X

105 X
105 ×

0000 +

1438 +

105 ×
105 X

003 X

)/

3375 X
3375 X
3375 X
6000 X
6000 ×

191153 +
19153 -
5599
5599 X
5599 ×

3375 X
5599 X
5599 ×

5599 ×

19330 -(

+    0106 +

3375 ×
3375 X
3375 X

1

1

005 X
3270 -
0000う X

3375 ×

0000
1

0000う x
o lo)一

1

0000)x
1

0000 +
5599 X

105X

1

5599×

3543X
0165 X

Ｘ

Ｘ

Ｘ

Ｘ

028m3

005 - 110X 110X    105 )X

0165 ^2X 0785    )X

0000

砕砂
砕砂

再生密粒度AS13

流用上

流用上

流用上

流用上

18092 +
Ⅲx
010+
0165 +
1

000 X

020 +
000 X

l175 +

0587 +

012 1‐     3543 X

0165 X   0785 X

010

1) 0000

路盤工1区分 車道 M-30
路盤工2区分 車道 RC-30
復旧舗装区分 車道
流用A区分    流用上
流用B区分    流用上
短管
垂直短管

キャップ

曲管
ソケット

桝         111:}
蓋     T-14(め 600)
上流継手

X

１

１

０５

080 ×

0

0
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マンホエル設置工(1)計算書 工事番号 00 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

マンホール形式 1号

蓋受枠

T-25(φ 600)

調整金具[個 ]

45mm

1

1

25m市15甲 m

調整リング[個 ]

15cm10cm5cm

2

直壁 l個 ]

0306

1

1

09■21.5■8

斜壁 [個 ]

01304506

1

|

|

1

躯体ブロック [個 ]

|

0609121518

1

1

底版
[個 ]

1

1

インサゞ―ト
[個 ]

1

1

2

人孔深
「ml

15
|
|

3.855

3072

2883

人孔番号

a-3-2-1

a-3-2-2

合計

処理種別  当初 1/1ページ



マンホニル設置工(2)計算書 工事番号  OO 工事名 木之本西幹線投入点(17)接続工事(難波第4工区)

費用区分 補助

マンホ=)レ形式  刊号

口

φ200φ100
H HP300 150 PRP250 PRP300 VU100 VU125 50 VU200 VU250 VU300

2

1

3

φ100 φl 150 200 250 φ300

|
2

|

1

12883 1

人孔深

[m]

3855

3072

人孔番号

15

a-3-2-2

合計

a-3-2-1

処理種別  当初


